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本研究では，韓国語アクセントの全体像を明らかにすることを目的に，諸方言アクセ

ントの広範かつ網羅的な記述を行なった。その成果として新しい資料を豊富に提示し，

その上に立って従来の報告をかなり修正した。 

本論文は，全部で５章から構成される。序章では，本研究の目的およびその意義を述

べる。第1章から第４章が，その具体的内容で，第５章は全体のまとめである。 

第１章では，朝鮮半島の東南部に位置する慶尚道方言について検討する。まず，慶尚

北道の大邱方言を取り上げ，従来の慶尚北道のアクセント体系に対する音韻論的解釈と

は異なる解釈を提案する。そのアクセント体系は，従来の研究で言われてきたようにn

音節語にn＋1の対立をもつものではなく，n音節語に2n-1(ただし，１音節語のみ2n)の

対立をもつ体系と捉えられる。その上に立って，これまでの先行研究を検討しつつ，活

用形のアクセントなど様々な角度から考察する。慶尚道方言のアクセント体系には，上

記のように音節数の長さに応じてアクセントの対立数が増えるアクセントタイプ（多型

アクセント）以外にも，音節数が増えてもアクセントの対立数の増加がないタイプ（Ｎ

型アクセント）が存在する。Ｎ型アクセントのサブタイプは，忠清道や全羅道との境界

地域を中心には３型と４型アクセントが，南海岸沿いを中心に５型アクセントが分布し

ている。各アクセントタイプについて音韻論的解釈を行なっていく。 

第２章では，朝鮮半島中央部の東側に位置する江原道方言について検討する。江原道

は，地理的に慶尚道と咸鏡道の中間に位置し，主として多型アクセント地域として分類

できる慶尚道・咸鏡道方言のアクセント体系およびそれらの変遷をたどる際に非常に大

きな意味をもつと考えられるが，従来の研究では，江原道のほとんどの地域がソウル方

言と同様に無アクセント地域として扱われてきた。しかし，実際には２種類と３種類の

アクセントの対立をもつ２型と３型アクセントがかなり広く分布し，また４種類のアク



セントの対立をもつ４型アクセント，そして各音節語のアクセントパターンが一通りに

現れる１型アクセントも存在していることも明らかになった。これらによって，従来の

見解に大幅な修正を行なうことができた。とりわけ，江原道方言の３型・２型アクセン

トの成立を，平昌･旌善郡の６地点を通じて考察した結果，これらの地域でのアクセン

トの成立には，高い音節を後ろに延ばそうとする「高の延長」と，末尾音節を低くしよ

うとする「末尾低下」の二つの変化が関係していることを明らかにした。 

第３章では，朝鮮半島の西南部に位置する全羅道方言について考察する。全羅道方言

は，江原道方言とともに主にアクセントの対立のない方言として知られ，またアクセン

トの対立を認める研究者の間でも見解が分かれる場合が多い。ここではまず光州方言を

中心に考察した上で，他の方言と接しながらこれらの体系より単純化したアクセント体

系を取り上げる。光州方言は，３型アクセントとして捉えられるが，第１章の慶尚道方

言と第２章の江原道方言で見られる３型アクセントとは，その内実がかなり異なり，分

節音がアクセントに深く関与している。全羅道方言では，アクセント体系における分節

音とアクセントの関係に注目して考察を深める。 

第４章では，朝鮮半島中央部の西側に位置するソウル方言について検討する。ソウル

方言は単語ごとに一定した音調特徴が定まっていない無アクセント方言としてよく知

られている。しかし，その音調型について，今まで整理されていない部分をきちんと整

理していくとあるパターンが見えてくる。それを体系的に整理した結果，ソウル方言は

同じ長さのアクセント単位に１種類のアクセント型しかない１型アクセントとして位

置づけられることがわかった。 

第５章は，全体のまとめで，第１章から第４章までの内容に基づき，韓国語諸方言の

アクセントタイプを中心にまとめる。 

 


